
7.消 費者へのア ドバイス

は 「

消費者アンケート結果より、子供の場合6割以上の人が2歳未満から虫よけ剤を使用し始め

てお り、週 3回 以上使用している子供が約 6割、毎日使用している子供も約 2割であるとい

う実態が分かつた。一方、メーカ‐等への調査では「皮膚が敏感なため」「肌が しつかりし

て。ないためアルコールの刺激が心配」「特段の理由はないが、安全を期 して」等の理由で、

乳幼児への使用を控えたほうがよいとの回答がみ られた。また、「呼L幼児のための家庭用品

にはできるだけ化学物質を使わせまい (*)」 とい う基本的な考え方 もあるため、子供、特に

乎L幼児 には習慣的な使用を避け、特に虫が多い所に行く場合に限 り使用するよう心がけたい。

*:Q&A家庭用品の基準(平成3年厚生省生活衛生局企画課生活科学安全対策室監修)より抜粋

「…乳幼児の肌は非常に柔らかく若しくは濡れていることが多く、化学物質が体内に吸収される可能性が大きいこ

と、さらには乳幼児は一般に身近かなものを紙める傾向があること等から、大人の場合にはある程度まで使用が認

められる物質も、乳幼児には使用を認めないということもあり得るわけである。この乳幼児製品には特に厳しい基準

を作るという考え方の根本にある思想は、乳幼児のための家庭用品にはできるだけイヒ学物質は使わせまいというこ

とであり、特に必要があるために使う場合 には確かめられたものを必要最小限だけ使うようにしようという、保健衛生

上の先取り的な非常に厳しい考え方に基づくものである。」

ょぅタィプの特徴を考慮して選ぶとよい

今回テス トした 4種類のタイプのうち、エアゾールタイプは使用方法が簡便であり消費者

のアンケー ト結果等でも子供に多く使つていることが分かつた。しかし、「スプレーした時、

ガスを吸い込みせき込む」、「目や日、鼻などに入ることがありそうで不安」など、吸入した

時の不調や不安の声も見られ、テス ト結果からも、粒子が小さいため広く飛び散り付着効率

が悪いことから粒子を吸入する事が考えられた。=方、塗るタイプは、付着効率が良く、吸

入の心配も少ないことが分かつ■。

平L幼児には、塗りやすさだけで商品を選ぶのではなく、テス ト結果を参考にし、より安全

に使用できるようタイプの特徴を考慮して準ぶとよい。

べ の

ンの着用などで露出部を少な くす るなどの工夫も考える

消費者アンケ‐ 卜の結果より、子供に対 し、腕たけでなく手の部分にヽ7割以上の人が使

用 してお り、顔に使用している人も約 1割 みられた。また、2歳未満から使用し始める実態

も分かつたので、特に乳幼児には、口に触れることが多い手や顔への使用は控えたい。

また、虫よけ剤だけに頼るのではなく、通気性の良い長袖や長ズボンなどの着用などで露

出部を少なくするなどの工夫も考えるとよい。

商品の中に含まれるディー ト濃度を調べた結果、医薬品として販売 されているものは、ほ

ぼ同 じデイー ト濃度であつたが、医薬部外品では差があり、医薬品に近い濃度のものもあれ

ば、3分の 1程度のものもあつた。 しかし、表示から消費者がディー ト濃度を知ることは困

難であることが分かったため、医薬部外品であつても「濃度が低くて安心」と思わず、医薬

品と同様に使用量や使用方法などの取扱いに注意したい。
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8.業 界への要望

モニターテス トを行った結果、1回の使用量け、モニターにより差があったほか、公園あ

るいはキャンプでの使用状況の違いによっても大きな差がみられた。

また、モニターテス トでのディート付着量がメーカー回答値より少なく、メーカー等が想

定している効果が得られないと思われる場合があった。一方、ディこ 卜付着量が多く、毎日、

使用し続けることに注意が必要だと思われる場合もあることが分かつた。

商品の使用量表示は、「適量」等の記載のみで具体的でないことから、安全かつ虫よけに

有効な使用量や使用方法を明確に表示してほしい。        1

2)子供に対し安全′に使用できるよう、重里方法の表示を明確にしてほしい。特に乳幼児に対
して虫よけ剤を使用することの星非につし11【 十分撞討の上、表示してはしい

子供に使用することが多い商品であり、子供,の使用が大人とは異なる量や使用方法があ

るのであれば,安全に使用できるよう明確に表示 してほ しい。

パ ジケージを見ると、平L幼児、子供のイラス トや、「赤ちゃん、乳幼児、小児にも安心」

等の表示 も見られたが、メーカー等への調査で |ま 、「平L幼児の使用を控えたほうがよい」 と

の回答 もあつたことか ら、特に子L幼児への虫よけ剤の使用の是非を十分検討の上、表示して

ほ しい 。

3)エ アゾールタイプは、付着効率が悪 く吸入すると墨上れることか ら子供への使用について

再検討することを要望する

.今
回のテスト結果より、エアゾールタイプは、他のタイプに比べ付着効率が悪く、同じス

プレーのポンプタイプと比較して粒子がかなり小さかった。付着の様子を見ても、周囲に拡

散 しやす く、使用する際、吸入することが考えられた。

そこで、子供に使用することが多い商品であることを踏まえ、よ
´
り安全に使用することが

できるよ う再検討 してほしい。

ディート濃度を調べた結果、医薬品は差がなかったが、医薬部外品では濃度に差がみられ

た。医薬部外品は、ディート濃度の表示がないものが多く、どれだげ含まれているかを知る

ことができないので、ディート含有量の表示を要望する。また、表示があっても記載方法が

異なり、分かり難いものもあったため、含有量の表示方法の統Tを要望する。
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9.行政への要望

1)特に__子供に使用した場合のディー トの安全性について検討を要望する

近年、アメリカやカナダ等でディー トの安全性について再評価が行われ、特に子供への使

用について検討されている。一方、日本で販売されているディー トを含む「虫よけ剤Jを調

べた結果、銘柄によつては「乳幼児や首筋にも安心してお使いになれます」等の表示もみら

れる現状にあった。

消費者アンケー トの結果、子供に対し日常的に使用されていることから、ディー トの安全

性について検討を要望する。

2)消費者がより安全に「虫よけ剤」を使用できるよう、使用方法、使用量及び使用上限量に

ついて具体的な表示をするよう指導を要望する

モニ ターテス ト結果 では、使用者及び使用 目的の違いによつて、「虫よけ剤」の使用量に大

きな差 がみ られた。そあため、メーカー等が想定 している使用量 より少量の使用のため効果

,が得 られ ないのではないか と思われ る場合や、使用量が多い人が連続使用 したときには注意

が必要 となる場合 もみ られた。                      ′

消費者がよ り有効でかつ安全に 『虫よけ斉1」 を使用できるよ う、使用方法、使用量、使用

上限量 の具体的な表示 を記 1支す るよ う業界の指導を要望する。

3)医薬部外品の「虫よけ剤」にディー ト濃度 の表示をするよう指導を要望す る。また、ディー

ト濃度の表示方法を統一す るよう指導を要望す る

医薬部外品の 「虫よけ剤」は、デ ィー ト含有量の表示がない ものが多 く、デ ィー トが ど

れだ け含 まれているか を消費者が知ることができない状況であつた。

デ ィニ ト濃度について表示 をす るよう業界の指導を要望す る。

また、表示があうて も記11方法が異な り、分か り難いので、含有量の表示方法を統一する

よ う業界の指導を要望す る:
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10.テ ス ト方法

1)商品中のディー ト濃度について

(1}エアゾニルタイプ

予め重量を測定 しておいたチャック付 ビニール袋に土タノー′レ10mlを入れ、重量を測定し

た。エアゾールタイプの虫よけ剤を袋の中に向かつて約 3秒間スプレーし、噴射物を トラップ

した。冷蔵庫に 40分以上放置した後、重量を測定し、袋の中のエタノールを 50mlの メスフラ

スコに入れ、適量のエタノールを用いて袋を洗い込み、定容 したものを、FIDTGCに て測:定 した。

なお、噴射量 とトラップされた薬液量の差を、噴射量中のガス量とした。

(2)ポ ンプタイプ、液体タイプ

薬液そのものを希釈 し、定容したものを FID―GCにて測定 した。

(3)テ ィッシユタイプ

エタノールを 100mlヵ口え、振とう機を用いて 10分間振 とうした後、10分 間超音波をかけ

て得た抽出液を吸引ろ過 し、洗い込む。残さ (テ ィッンュ)をポリビンに戻し、同様の操作

を繰 り返 した。ろ液を合わせ希釈、定容 した:も のを、FID―ccに て測定 した。また、ティッシュ

を 80度で 5日 間乾燥 させ、重量変化を測定 し、染み込んでいる薬液の重量とした。

*ガ スクロマ トグラフ操作条件

機  オ重 :He■lett―Paё kard 5890 Series Ⅱ

検出器 :FID
カ ラ ム  : CBP-1-25-050
内 径  1 0.32 mm
長 さ :25m
膜 厚 :0.50 μm

温  度           、

注 入 口 :250℃
検 出器 1250℃
カラム :100℃ (l min)→ +20℃ /min→ 250℃ (2 min)          .
ガ  ス                              ′

キャリヤー :ヘ リウム 10 psi

助燃 :水素、空気
注入方法 :ス プ リットレス (パージ開始時間 :注入後 l min)

2)商品の付着効率 とその特徴

(1)付着量につい【

くスプ レー タイプ>

垂直に設置 したろ紙 (40ctt X 40cm)に 向けて、所定の距離 (表 15)か ら商品を噴射 し、ろ紙に

付着 させ た。スプ レ=前後のろ紙重Jiを 測定 し、付着量を求めた。また、商品減量から噴射量

を求め、付着量/噴射量より、付着効率を求めた。                    、

り
‘
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表 15.噴射距離二覧

ェアメリ″ イプ ポンプタイプ

A B C D E F G H I
Ｔ
Ｊ K L

岬
r_l 15 10 15

Ｅ
υ 10 12.5 10 10 10 10 IL 5 10

く塗 るタイプ>
二定の圧力で商品を塗 り、ろ紙 (15cm× 20cm)に付着 させた。付着前後のろ紙の重量を測定

し付着量を求めた。商品減量か ら使用量を求 めt付着量/使用量 より付着効率を求めた。

(2)粒子径について

レーザニ回折式粒度分布測定装置を用い、レーザー光より 10cmの距離より噴射させ、粒子

の大きさを測定した。なお、微粒子の割合にういては、測定機器の関係で 10,44μ m以下の粒

子の割合を調べたものとした。

*試験条件

試験機 :レーザー回折式粒度分布測定装置 スプレーテジク RTS500シ スメック(株)製

試験温度 :検体温度 25℃  試験室温度 22℃  試験室湿度 29%RH

噴射距離 :レーザー光より 10cmの 距離キリ噴射

ｎ
ｕ
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3)モニタ‐テス ト

マネキン (5歳児相当)の 日・鼻周辺、首、腕、脚にビニールレザーを取り付け (表 16写

真 )、 モニター20名 に 8銘柄を使用 してもらった。使用量や使用方法について具体的な記載
がなかつたので、年用方法の指示はせずに自由に使用してもらった。

また、状況にょって使用量、使用方法等の違ドを調がるため、「昼間に公園へ 2～ 3時間行

く場合 (公園)」 と、「キャンプなどに行き、長時間、二に刺されるのを防ぎたい場合 (キ ャ
ンプ)」 という2つの使用状況を設定 した。

終了後、ビニールレザニを 250mlの ポリビンに入れ、エタノール 100mlをカロえ、振とう機
で 5分間激しく振とうし、抽出液を GC検液としたし測定方法は上記 (ガ スク■マ トグラジ

操作条件)に示 した通 りである。

なお、本テス トに用いたビニール レザこは、人肌にできるだけ近い状態を再現するための

素材 として選択 した。

モ ニ タ こ テ ス トにつ い

マネキン

身長 :H Ocm(5歳児相:当
)

ビニール レザーを取 り付けた箇所

口・鼻周辺 (ス プレータィプのみ)

首、腕 (半袖から露出している部分、手の平。甲を

除く)、 脚 (半ズボン・靴下から露出している部分)

商品使用量 商品の使用前後で変化 した重量
体
た

１
し
量一喘〔

マ
に
デ

各部のビニールレザーに付着したディート没度と露出表面積から算出

商品の付着量 ビニールレザーに付着したディート量より算出した商品量

付着濃度
ビニールレザーに付着 した商品量と表面積 (ビニール レザーを張った首・

腕・脚の合計表面積=2350cm2)か ら算出した濃度 (商品量/cm2)

付着効率 付着量/商 品使用量
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虫よけ剤 アンケート結果一覧
使用経験あり (記入者本人)  N=197
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参考資料2

メーカー 等へ の調査結果 (回答数 :18)

使用上限値について

回 答
回答数

(内数 )
上限値を超えた場合に考えられる症状

成

　

人

あり 4

・特にない
。ディートのウサキ

‐
の皮膚に対する刺激性試験で500mζ 72hr)で中程度の刺激あリー本品

83本相当

な し 14

理

由

根拠となるデータがない (8)

企業秘密
ハ
υ

その他 (6)

乳
幼
児

・
小
児

あ り 2 ・つけすぎるとベタベタして不快
・同一皮膚面に続けて3秒 以上スプレーすると冷害により肌に影響が出る恐れがある
・上限値 :特に使用上限は定めていない力(ティッシュのため1枚当りの含量が規定されて
いる
。作用の穏やかな医薬部外品であり肌に塗布するものなので使用方法が各々異なり、使
用上限値を設定できない
。上限は特に設けていない

な し

理

由

根拠となるデータがない (3)

企業秘密

その他

無回答

使用を避 けるべき人について

使用を避けるべき人 回答数 理   由

軍L幼児 8

6ヶ月未満の子供 :肌がしつかりしてないためアルコールの刺激の心配がある
1年未満 :皮膚が敏感なため

生後3年 :ヒ フが弱いため、かぶれるおそれがある
生後3カ 月未満の子供 :ヒフが弱いためかぶれるおそれがある
1年未満 :特段の理由はないが、安全を期して
6カ 月未満の子供 :新生児

'切

には虫のいるところには連れて行くべきではないので

妊 lJF期 女性 2 ・催奇形性の報告はされていないが、念のため医師に相談すべき

授乳期女性 0

薬を使用している人 0

7V)V+-Ah6^

ディートによるアレルギー発現する可能性がある
かぶれを発症する可能性が考えられる
皮膚障害の発症
直接皮膚に塗布する製品のため
人によつて症状が現れることがある
皮膚障害の発症
化学物質

ケガをしている人

アルコールのため、しみる可育:性がある
薬剤が過度に吸収され思わぬ有害事象やケガの治癒を遅らせたりする可有ヒ性あり
創傷治療薬ではなく、健常皮膚に使用する製品のため
傷口を悪化させる
成分による末サ激
傷口への刺激防止
刺激を受けやすいため
異常な刺激感や強い痛みを起こすことがある

その他 1

・ディート等で過敏症状をおこしたことのある人(体質等により肌にあわない可能性がある
ため)

28

34
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~~~
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賃
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匡
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外品
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ディート
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1            重:l導
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E工 80外品
峡、アプ、プユによる
虫きされの予防
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lnl中 35m` 言:益[[書[重:[言:こilii翠 :書

‐撃蒼毒饉薔極 ふ善 |しぁひ引こ噴霧してか好 でiってく静
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~~~~
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にせつけません ディート 3篠鷲握霧撃軍ツシ】電浮モニ不半I)｀

まんべ

～

なくのばす。(題や首すじに使用する略にlit

テ

イ

ン

シ

ユ
タ

イ

プ
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“
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te嗅すること
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“

に■ヽすること
(1)今までに■や
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=.日
の月日.■ S●

ること

こにRけ て,ひ以上スプレー暉 tヽでくだい .`
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中毒情報センター ホームページより
虫よけ剤

[概要]

蚊、ブヨ、サンバ手、南京虫などの刺咬を防止することを目的に、ヒトの皮膚や着衣に噴霧するもの。
一般に、忌避剤にはディ‐卜 (DEET、 ジエチルトルアミド)が使われ、これをエタノールやイソプ薔ピル
アルコールなどのアルコールに溶かした液体をエアゾル化したスプレー式の商品が主で、他にローション
やクリームタイプもある。ディー トの含有量は2～ 10%がほとんどであるが、50%の商品もある。アル
コールはほとんどの商品は30～ 96%、 精製水0～50%、 忌避斉Jの作用を強めるために力|え られる共力剤
(サイネピリン222な ど)約2%が主な成分で、スプレー式の商品は噴射剤としてLPG等が使われる。容

量は20γ 100mLと 、商品によつて異なる
=

最近では、ウェットティッシュタイプのものが出てきているが、
.主

な成分は同じである。

[毒性 ]

ディ‐ 卜、エタノール、イソプロピルアルコールによる中毒を考慮
ディー ト:ヒ ト経口最小中毒量   オス 95“g/kg

/」 児ヽ 4,7501Dg/kg(1 )
ヒト経口最小致死量   オス 679ng/kg、 メス950mg/kg(1)
33歳女性が100%ディー ト液を50mL月長用後、昏睡、血圧低下、

1 痙量を生じ、腸間膜動脈典栓症 `腸壊死により死亡した例がある(2)
イソプロピルアルコール :ヒ ト経口最ガ、致死量 3,570mg/kg(1)
エタノール :ヒ ト経口推定致死量 成人 6～ 10島 L/kを 、小児 3.6mL/kg(2)

[症状 ]

デ ィー トは急性の経口摂取や、慢性的な皮膚適用の場合に中毒症状を呈する。主に中枢神経に作用し、
症状の発現は早く、30分以内といわれる(2)

循環器系 :血圧低下

神経系 :痙攣、脳疾患…・運動失調t過度の緊張、振戦、間代性の彙縮
肝臓 :肝炎  .

(昏睡や痙攣 に進行 1生 )

1長 :中程度の刺激あり。ウサギに100%のディー トを適用 して角膜混濁、流涙、結膜炎を生 し10日
間で治癒 した

皮膚 :水疱性の発疹、接触性奪麻疹、そ う痒症
精神病 :皮膚に繰 り返し使用して、急性パラノイア (妄想)を皇した報告あり(2)

イツプロピルアルコール :主に悪心、嘔吐、低血圧、頭痛)血糖低下、ケ トーシス、体温低下、昏睡、
呼吸不全など(2)

エタノール :主に嘔吐、紅潮、頻脈、酪酎、代謝性アシ ドーシス、血圧低下、血糖低下、痙筆、呼吸
抑制、昏睡など(2)(3)

[処置 ]

家庭で可能な処置                             ″

経口 :日 の中をゆすぐ

眼 :流水で15分以上洗浄

経皮 :接触部分を水 と石鹸で洗浄 、
医療機関での処置 (2)

催吐 :ただし、昏睡や痙攣は経口授取後30分～1時間以内に生じる。
吐根シロップの投与は勧められない

吸着 Fllと 下斉Jの投与 |                   ・

対症療法

重篤な中毒の場合、肝・腎機能のモニター

[確認事項]

1)商品の剤型 :エ アゾルか、ローションか、クリームか

:1綴最量管ふ骨足経驚::誓垢今そ貨多ウLモ饉芳禁
か

4)患者の状態 :症状の有無

[情報提供時の要点]

1)なめた程度なら家庭で様子をみる
2)体重10kgの小児で5g(5mL)以 上の服用の場合はすぐに受診を指示(4)
3),長に入つたり、皮膚接触の場合、洗浄後も痛みや刺激感などがあれば受診を指示
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[注意]ェ
ァゾル剤は横向きや逆さまに用いるとガスだけが先に出る。このガスを直接吸つたり、袋の中で

蜂『たil阜墓層夢唇異じゝ負努会lβ易よ|こ象品
ので要1意。

[体内動態]

され、1時間で最高血中濃度に到達する。経口摂取時、

)、 吸収はとても早いと考ぇられる
膚や脂肪組織に1～ 2カ 月間残存する

イ ソ

毛T鴇ギ毛集易晩 収される。血中濃度のピークは服用後1時間である。

半減期は2.5～3.0時間(2)
エタノール        :

胃・小腸粘膜から主に吸収 される。

中濃度到達時間は30分～3時間 (2

経皮吸収はわずか。経口時の最高血

)

眸毒季拐琶環肯畢L機序は未明である表主島枢堪横盃機権用t3°
)

ィソプロピルアルコ=ル :中オ区神経抑制作用、ウ

エタノ上ル :中枢神経系、とくに大脳機能、体温調節中枢:血管運動中枢に対する抑制作用、粘膜刺

激作用(2)

[治療上の注意点]

ィソプロピルアルコールに対して

一般的治療で回復しない患者には血液透析が有効である。強制利尿は効果なし(2)

[参考文献 ]
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